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【参考論文】  

 

（２０２２東京都 A 問題）※第一回目添削学生論文  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国学力学習状況調査等によると、近年、生徒間で学力や学習意欲に差異があること

が指摘されている。こうした課題を改善するため、誰一人取り残さないという指導姿勢

で個に応じた指導を行うことが必要であると考える。私は、中学校国語科教員として、

以下の２つの取り組みを行う。  

一つ目は、ICT を活用した調べ学習である。この活動によって、情報活用能力と学習

意欲の向上に繋げていく。これは、レポート作りという単元で行う。まず、調べるにあ

たって、例えば「人気のスポーツランキング」のような、自分の興味のあるテーマを自

由に設定し、人気ベスト１０など仮説を立てさせる。次に、級友へ人気スポーツは何

か、その理由は何かなどアンケート調査を行うとともにインターネットを活用して小・

中・高・大学生などの考えを調査させる。そして、そこから得た結果と自身の仮説を比

較して人気の理由など明らかになったことをまとめさせる。最後に調査結果や仮説の

是非などについて全体の前で発表させる。  

これは、私のボランティア先の中学校で実際に行われた活動である。生徒は、活動の

中で意欲的に調査を行い、級友の発表にも関心を持って聞いていた。この活動によっ

て、楽しく意欲的に学習に取り組む態度が養われ、情報活用能力の向上や根拠を持った

主張を築く力を身に付けさせる。  

二つ目は、級友と協働して課題に取り組む活動である。この活動は、生徒の学力差を

踏まえ、生徒間の教え合いを通して、誰一人取り残さない学習に繋げていく。例えば、

現代語の文法の問題プリントを用意し授業内に完成させて提出させる。まずは一人で

取り組ませる。次に、理解が早い生徒遅い生徒のペアをつくり協働して取り組ませる。

協働学習を通して、生徒同士の教え合いや学び合いが行われる。教える側も教わる側も

より深い学びになっていくと考えられる。私は適宜机間巡視を行い、問題がわからない

が周りに聞けずにいる生徒にはヒントを与えるなどの支援を行う。こうした協働学習

によって、互いが助け合い高め合いながら学びを深めることができる。  

私は、学習意欲の向上を図り、個に応じた指導を充実させていく。個別最適な学びや

協働的な学びを通して生徒同士が楽しく学び合い、分かる授業に努め、誰一人も取り残

さない指導を実現させる。  

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


